













The establishmenttime of “Deutscher Turner-Bund”










































































































































会” と、15名から構成される “拡大委員会” が発足した。その拡大委員会のメンバーに、Deutscher
Turnerbundの首脳部であるH.シェファーも選出された。1861年12月28日と29日にゴータでこの拡大
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　 松尾：DeutscherTurner-Bundの設立時期
委員会が開催され、その席上、その後の体操家たちの指導原理（体操は政治から離れる）や、ドイツ
を15の体操大管区に区分することが採択さられた。1862年ルーネブルクで第1回ニーダーザクセン小
管区体操祭が開催されたが、その小管区自体が、DeutscherTurnerbundの統括領域と重なっていた。
DeutscherTurnerbundは、この体操区分の中に埋没していった。
６．Deutsche Turnerschaftの設立
　1868年7月20日と21日にヴァイマルにおける総会において、DeutscheTurnerschaftが、会則の採択
をとおし正式に創設された。その直接的なきっかけを与えたのが、オーストリアの体操家たちであっ
た。1866年のハプスブルク家の敗北によって、いわゆる市民内閣が組織され、帝国議会において、ク
ラブの結合を認める新しい結社法が1867年11月15日採択された。これにより、オーストリアの体操家
たちは大きな浮力を獲得し、ニーダーオーストリア小管区同盟は、オーストリア－ドイツ体操クラブ
の大管区同盟の結成を提案した。1868年１月20日その同盟の会則がオーストリア内務省に送付され
た。その会則では、体操家はドイツの体操促進運動のための一つ体操大管区を組織すると定められて
おり、そのことは、60年代のドイツ－オーストリア王家に対するチェコ民族のソコル運動へ同調しな
い態度を示すことにつながった。オーストリア内務省は、この結成に基本的に合意したが、一方で、
オーストリア体操大管区のドイツ体操促進運動への結合への疑念も持ち上がり、その運動の本質と目
的を明確するために、連盟の会則の提示が求められた。このようなオーストリア内務省の求めに応
じるかたちで、オーストリアの体操家のDr.シュティングルが草案を作成し、ヴァイマルでのドイツ
体操連盟の総会に提出した。特別委員会でその案は練り上げられた後、翌日21日の総会でDeutsche
Turnerschaftの会則が採択された。この会則においても、1848年に激しく議論された同盟の目的につ
いては、「DeutscheTurnerschaftの目的は、身体的そして精神的強化のための手段としてのドイツ体
操の高揚である」と定められた。
７．結び
　確かにコーブルク1860年とヴァイマル1868年は、ドイツ体操の歴史において特別な年であるが、同
盟の実際的な設立日は、1848年４月２日、３日である。分裂（1848年７月３日ハーナウ）、統合への
試み（1850年３月31日アイゼナハ）、自己解散の危機（1856年ハノーファー）、結集（1860年６月16日
～19日コーブルク）、最終的な会則制定（1868年７月20日・21日）であった。DeutscherTurnerbund
は、まず1848年に最初の会則を定め、1850年のアイゼナハや1859年にハンブルクにおいて会則を改訂
したが、すべての会則は‐1868年の会則を含め‐“体操は政治から離れなければならない” と定めて
いる。それにも関わらず、ドイツの統一が体操家の最終目的であったという共通性も持っている。
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